
　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
、
全
国

の
自
治
体
に
緊
急
地
震
速
報
を

配
信
す
る
情
報
伝
達
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

府
中
市
で
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
、

防
災
行
政
無
線
、
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
が
自
動
で
起
動
、
訓
練

放
送
・
訓
練
メ
ー
ル
が
流
れ
ま

す
。
こ
の
訓
練
に
合
わ
せ
て
、

放
送
が
聞
こ
え
た
り
、
メ
ー
ル

を
受
信
し
た
ら
、
家
庭
や
職
場

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
い
る
場
所
で
、

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
「
安

全
行
動
１-

２-

３
」
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る

時
季
を
迎
え
ま
す
。
地
域
で
身

近
に
潜
む
火
災
危
険
を
取
り
除

き
、
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

　
用
す
る
。

▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

　
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

　
消
す
。

４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る
。

▽
寝
具
や
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

　
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

　
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な

　
ど
を
設
置
す
る
。

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

　
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
山
地
区
消

　

防
局
予
防
課
（
☎
０
８
４-

９

　

２
８-

１
１
９
２
）

問い合わせ先　危機管理室
　（☎４３-７２１１）

とき　11月５日（火）
　10時ごろ
ところ　市内全域

「
安
全
行
動
１-

２-

３
」
を
！

緊
急
地
震
速
報
行
動
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

火
災
予
防
運
動

安全行動１-２-３　日本シェイクアウト提唱会議が、地震発生時に身を守るた
　めに必要な行動として提唱する次の３つの行動のことです。

　この時期は日没時間が早まり、交通量の増加や
慌ただしさから夕暮れ・夜間に重大な交通事故が
発生する傾向にあります。また、飲酒の機会が増
える時期ですので、次のことを心掛けましょう。

▽ドライバーは、早めのライト点灯を心掛け、高

　齢者や他のドライバーに配慮した運転に努めま

　しょう。

▽歩行者は、夕暮れ時と夜間の外出時には、反射

　材を活用して、交通事故から身を守りましょう。

▽飲酒運転は犯罪です。飲食店などで飲酒する際

　は、必ずハンドルキーパーを決めましょう。

交通事故防止のため反射タスキなどを無料配布
　夕暮れ時や夜間の交通事故を防止するため、反
射材用品を配布します。
配布する反射材

　 ▽反射タスキ　 ▽靴に貼る反射シール
※どちらも１人１つまで。
対象　市内在住の人
※住所が確認できるものを提示してください。
配�布場所　市役所総務課、上下支所総務係、府中
交通安全協会（府中警察署内）

街頭啓発活動
　交通安全の啓発のため、チラシやグッズなど
を配ります。
とき　11月29日（金）14時～
ところ　中須町交差点（ゆめマート前）

問い合わせ先　総務課（☎４３-７１１５）

年末交通事故防止
県民総ぐるみ運動

12月１日（日）～10日（火）は

秋の
11
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）は
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